












ENVIRONMENTAL NOISE INFLUENCE ON INTRA-BODY COMMUNICATION 








This paper reports on the environmental noise influence on the intra-body communication (IBC) using the 
wearable transceiver (WTRx). The IBC performance suffers from the environmental noise. We investigated 
the influence of radiated noise on the IBC using the WTRx. The radiated noise belongs to the environmental 
noise. The radiated noise received by the WTRx were evaluated with changing the angle θ of the WTRx. 
The received radiated noise was the most radiated noise intensity when θ is 0 °. We confirmed the difference 
in the path of the radiated noise received by the WTRx. 























る．図 2 にそれぞれの端末が受ける環境雑音を示す． 
 
 
図 2 受ける環境雑音の違い 
 





































雑音源に対する携帯受信機の角度 θ は 15 °刻みで 0 °～
180 °で変化させた．図 3に測定方法の概要を示す． 
 
 
図 3 角度を変えた放射雑音 測定方法 
 
３． 実測とシミュレーション内容 
 図 4 に実測構成，図 5 に実測風景を示す． 
 
 
図 4 実測構成 
 
 









使用した．FG から出力する 720 mVp-p，6.75 MHz の正弦
波を雑音とし，E/O-O/E 送信機で 3 V に増幅し放射雑音板
から放射させた．放射雑音板と携帯受信機の中心の距離は






図 8 電磁界シミュレーションモデル 
 
実測と同様に，放射雑音源(Hot)と携帯受信機の中心の
距離は 500 mm，携帯受信機は床から 1200 mm の高さに固
定した．雑音源を 6.75 MHz，3 V の正弦波とし，角度ごと
の雑音源から出力した雑音が受信機に到達するまでにど
れだけ減衰したかを表す S パラメータ[dB]を解析した． 




図 7 回路シミュレーション 
 









雑音源を 6.75 MHz，3 V の正弦波とし，角度ごとの受信
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Noise Change Rate)NCR [dB]を求めた．実測の NCRMを式
(2)に示す．PMθ [W]は各角度での携帯受信機が受信した雑







音の S パラメータ，SEMS0[2,1] [dB]は θが 0 °のときの携帯




回路シミュレーションでの NCRCS を式 (4)に示す．
VCSθ[ [V]は角度ごとの携帯受信機が受信した放射雑音の電






ションの NCR の結果を示す． 
 
 




90 °～120 °で極小をとる傾向となった.また，θが 0 °のと
きと 180 °のときの NRR には，実測結果では 10 dB，電磁
界シミュレーション結果では 13 dB，回路シミュレーショ









搬する経路」の 2 種類が存在すると考えた．  
 
 
図 9 放射雑音の経路 
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0.095 fF0.095 fF0.318 pF
= 10 × log10NCRM
PMθ
PM0





図 11 受信機を経由する放射雑音の経路 
 
雑音経路ごとに雑音の伝搬しやすさについて考えた．図




図 12 0 °のときの放射雑音経路 
 
 
図 13 180 °のときの放射雑音経路 
 
図 12と図 13を比較すると，CNH-HBは 8.717 pFから 15.67 
pF 増加する．CNH-RHは 27.51 fF から 28.29 fF に増加する．    
CNH-RCは 28.29 fF から 27.51 fF に減少する．ここで増減量
に注目すると，CNH-HBは 6.953 pF 増加であるのに対して，
CNH-RHは 0.78 fF 増加，CNH-RCは 0.78 fF 減少と変化量が非
常に小さい．これより，θが 0°から 180 °に変化し，人体
に伝搬する放射雑音が増加することで，受信機 Hot 電極
と受信機 Cold 電極に伝搬する放射雑音は減少すると考え









値を確認し，その結果を図 14 に示す． 
 
 
図 14  CNH-HB，CHB-GNDに流れる電流値 
 
図 14 より，雑音源から人体に向かう放射雑音は角度に





 次に，θが 0°から 180 °に変化することで，放射雑音源
から受信機 Hot 電極と受信機 Cold 電極に伝搬する放射雑
音が減少し，受信機 Hot 電極と受信機 Cold 電極間人体に
伝搬する放射雑音も減少することを確認した．そのため，
CNH-RH，CNH-RC，CRH-RC に流れる電流値を確認し，その結
果を図 15 に示す． 
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